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入

た
び
ら
昆
虫
自
然
園

（平

戸
市
田
平
町
）
が
２
０
■
■

年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
、

販
売
し
て
い
る
。
昆
虫
生
態

を
テ
ー
マ
に
同
園
が
開
く
写

位
作
品
１９
点
を
収
録
し
た
。

多
彩
な
虫
の
世
界
が
月
ご
と

に
楽
し
め
る
ミ
ニ
写
真
集
に

仕
上
が
つ
た
。

‐２
月
上
旬
の
表
彰
式
で
入

賞

・
特
別
賞
受
賞
者
に
贈
る

副
賞
と
し
て
３０
部
ほ
ど
作

成
。
西
澤
正
隆
園
長
は
じ
め

手
作
り
で
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
で

写
真
を
取
り
込
み
、
上
質
な

紙
に
印
刷
し
て
冊
子
に
ま
と

め
た
。

■
月
は
伸
間
に
餌
を
回
移

し
す
る
ク
ロ
オ
オ
ア
リ
の
あ

い
さ
つ
行
動
、
２
月
は
餌
を

捕
ら
え
た
ま
ま
飛
ぶ
タ
イ
ワ

ク
ロ
ナ
ガ
ア
リ
が
観
を
運
ぶ

様
子
な
ど
、
小
さ
な
「生
」
の

営
み
を
切
り
取
っ
て
い
る
。

西
澤
園
長
は

「高
水
準
の
写

真
ば
か
り
。
コ
ン
ク
ー
ル
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
昨
年
に
次
い

で
作
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

Ａ
４
判
、■
部
３
０
０
円
。

学
な
ど
に
月
■
回
程
度
参
加

し
て
市
民
の
視
点
か
ら
海
自

へ
の
意
見
や
要
望
を
伝
え

る
。応

募
資
格
は
佐
世
保
市
や

近
隣
の
市
町
村
在
住
の
２０
歳

以
上
の
男
女

（公
務
員
は
除

く
）
。

委
託
期
間
は
１１
年
４
月
■

日
か
ら
１３
年
３
月
末
ま
で
の

２
年
間
で
、
募
集
人
員
は
５

人
。
問
い
合
わ
せ
は
同
総
監

部
総
務
課
＝
０
９
５
６

（２

３
）
７
■
■
■
。

午
前
１０
時
す
ぎ
、
大
村
市

杭
出
津
■
丁
目
の
大
村
市
漁

業
協
同
組
合
。
早
朝
に
出
港

し
た
漁
船
が
次
々
に
岸
壁
に

着
き
始
め
た
。
漁
師
た
ち
の

抱
え
る
バ
ケ
ツ
に
詰
ま
っ
た

ナ
マ
コ
は
新
鮮
そ
の
も
の

だ
。
息
づ
く
よ
う
に
動
い
て

い
る
。

高
級
な
ア
オ
ナ
マ
コ
と
ア

カ
ナ
マ
コ
、
加
工
用
の
ク
ロ

ナ
マ
コ
の
３
種
類
。
薄
く
切

っ
て
ポ
ン
酢
で
食
べ
る
味
は

格
別
で
、
県
内
で
は
正
月
の

食
材
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

年
末
ま
で
が
、
漁
期
の
ピ
ー

ク
だ
。「漁

獲
量
は
例
年
並
み
だ

が
、
味
は
毎
年
変
わ
ら
ず
う

ま
い
で
す
よ
」
。
同
漁
協
の

二
嶋
富
寛
組
合
長
（６０
）は
話

す
。
大
村
湾
は
外
海
と
の
出

入
り
口
が
狭
い
閉
鎖
性
海

域
。
波
が
穏
や
か
で
、
塩
分

濃
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
肉

質
が
柔
ら
か
く
、
食
べ
や
す

い
ナ
マ
コ
が
育
つ
と
い
う
。

二
鳴
組
合
長
が
船
に
乗
り

始
め
た
の
は
中
学
卒
業
直

後
。
４。
年
以
上
の
経
験
を
持

つ
が
、

「周
り
は
自
分
以
上

の
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
」
と
苦

笑
す
る
。
８０
代
を
筆
頭
に
、

同
漁
協
の
約
７
割
は
６０
代
以

上
。
ご

ン」も
後
継
者
不
足
。

厳
し
い
状
況
で
は
、
な
か
な

か
後
を
継
げ
と
は
言
い
に
く

い
」県
や
同
漁
協
に
よ
る
と
、

■
９
７
０
年
に
７
２
８

ント
だ

っ
た
大
村
湾
の
ナ
マ
コ
の
漁

獲
量
は
減
少
傾
向
が
続
い
て

お
り
、
昨
年
は
約
■
６
０

ント

だ
っ
た
。
県
は
２
０
０
５
年

度
か
ら
３
カ
年
で
漁
期
を
限

定
す
る
計
画
を
実
施
。
以
降

も
、
湾
岸
の
９
漁
協
が
申
し

合
わ
せ
て
期
間
を
制
限
し
て

い
る
が
、
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
の
が
現
状
だ
。

幼
い
こ
ろ
は
、
と
れ
た
て

の
ナ
マ
コ
を
船
上
で
さ
ば

き
、
そ
の
ま
ま
か
ぶ
り
つ
い

て
い
た
と
い
う
。

「大
村
湾

の
ナ
マ
コ
の
良
さ
は
漁
師
が

一
番
知
っ
て
い
る
。
い
つ
ま

で
も
楽
し
め
る
よ
う
、
生
活

と
資
源
保
存
の
バ
ラ
ン
ス
を

探
っ
て
い
き
た
い
」

大
村
湾
自
慢

豊
か
な
恵
み

一　
装
契
力
の

一
人
が
所
持
し
て
い
た
も
の
　
店
わ
れ
て
く
る
て

グ
ー
グ
ル
の
Ｓ
Ｖ
悪
用

窃
盗
の
被
告
に

懲
役
３
年
求
刑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
大

手
グ
ー
グ
ル
が
提
供
す
る
ネ

ッ
ト
上
の
地
図
と
写
真
を
組

み
窒
め
せ
た
サ
ー
ビ
ス

「グ

に
基
づ
き
警
察
が
撮
影
し
た

写
真
で
確
認
し
た
」
と
明
か

し
た
。

起
訴
状
に
よ
る
と
、
鈴
木

被
生
Ｈ
は
■
月
～
７
月
、
憂
只

都
、
岡
山
県
、
長
崎
県
で
５

店
舗
に
侵
入
し
、
計
約
４７
万

「
の
盗
み
を
操
り
返
し
た
と

監
査
委
員

会
が
反
雅

富
久
市
長

の
命
に
百

を
遅
ら
ヰ

と
し
て
、

を
得
た
い

監
査
委
昌

を
明
ら
ふ

市
は
カ

が
ん
予
隣

防
接
種
ん

大切な思い出づくりは、プロの技術におまかせ下さい。
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用
約
２
唐

２２
億
円
（

車
案
な
デ

麺
を
担
保
に
融
資
契
約

大桝
製麺著

全
国
初

８０００
万
円
調
達

土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動

産
に
代
わ
り
、
商
品
や
原
材

料
な
ど
を
担
保
に
し
た

「動

産
担
保
融
資
」

（Ａ
Ｂ
Ｌ
）

と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
大

村
市
の
製
麺
メ
ー
カ
ー
狩
野

ジ
ャ
パ
ン
（狩
野
喜
治
社
長
）

が
皿
う
ど
ん
麺
や
、
ち
ゃ

ん
ぼ
ん
麺
な
ど
の
在
庫
を

担
保
に
融
資
契
約
を
三
井
住

友
銀
行

（東
京
）
と
結
ん

だ
。契

約
に
よ
る
と
、
県
信
用

保
証
協
会
が
保
証
し
、
融
資

枠
は
８
千
万
円
。
こ
れ
ま
で

に
も
ワ
イ
ン
や
、
コ
メ
な
ど

で
の
例
は
あ
る
が
、
麺
類
で

の
融
資
は
極
め
て
珍
し
い
と

い
う
。

Ａ
Ｂ
Ｌ
は
不
動
産
担
保
や

保
証
人
に
過
度
に
依
存
し
な

い
資
金
調
達
方
法
と
し
て
全

国
的
に
注
目
さ
れ
、
借
り
手

に
は
多
様
な
資
金
調
達
が
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

農
林
水
産
省
は

「皿
う
ど

ん
麺
や
、
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
麺
の

担
保
事
例
は
聞
い
た
事
が
な

く
、
全
国
初
で
は
」
と
話
し

て
い
る
。
狩
野
社
長
は

「自

由
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
資

金
が
調
達
で
き
て
、
小
麦
や

原
油
な
ど
原
材
料
の
価
格
変

動
に
影
響
さ
れ
に
く
い
生
産

体
制
が
維
持
で
き
る
」
と
喜

ん
で
い
る
。


